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山羊増産プロジェクトを推進するお母さんグループのメンバー達（2016年１１月）

」

篠
山
ナ
マ
ス
テ
会
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
推
進
に
つ
い

て
は
、
昨
年
５
月
の
定
期
総
会
の
決
定
を
受
け
て
、
篠

山
市
民
プ
ラ
ザ
（
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）
の
ご
支
援
、

ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
二
宮
毅
行
セ
ン
タ
ー

長
の
ご
教
示
を
頂
戴
し
な
が
ら
定
款
等
の
作
成
に
取

り
組
み
、
旧
月
の
法
人
設
立
総
会
で
の
決
定
を
受
け

て
、
兵
庫
県
へ
の
設
立
認
証
申
請
の
諸
手
続
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
平
成
四
年
１
月
即
日
に
兵
庫
県

よ
り
設
立
認
証
の
決
定
を
い
た
だ
き
、
１
月
朋
日
に
神

戸
地
方
法
務
局
で
の
登
記
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
定
期
総
会
（
Ｈ
記
・
５
．
７
）
の
記
念
講

演
で
龍
田
成
人
氏
か
ら
「
今
後
の
国
際
協
力
に
は
『
活

動
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
』
が
必
要
で
あ
る
」

と
の
ご
示
唆
を
受
け
て
、
本
会
の
特
徴
を
踏
ま
え
な
が

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
趣
意
、
骨
格
と
な
る
「
定
款
」

に
そ
の
趣
意
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の
か
、

と
い
う
こ
と
に
時
間
を
か
け
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
龍
田
成
人
氏
か
ら
は
、
篠
山
ナ
マ
ス
テ
会
の

活
動
が
市
行
政
と
連
携
し
た
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
会
員
の
み
な
ら
ず
篠
山
市

民
挙
げ
て
の
意
義
あ
る
国
際
支
援
・
交
流
を
今
後
も
展

開
し
て
ほ
し
い
、
と
の
評
価
・
期
待
を
頂
い
て
い
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら
の
お

礼
を
申
し
上
げ
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
篠
山
ナ
マ
ス
テ
会
に
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寵
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誰
も
が
豊
か
で
地
域
に
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
は
、
世
界
共
通
の
願
い
で

す
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
後
発
発
展
途

上
国
で
は
、
政
治
的
混
乱
や
経
済
活
動
の
弱
さ
か
ら
成

年
男
子
の
国
外
就
労
が
増
え
、
特
に
農
山
村
部
に
お
い

て
地
域
社
会
の
衰
退
と
貧
困
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

２
０
１
５
年
の
大
地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
出
た
ネ

パ
ー
ル
山
村
部
の
状
況
は
よ
り
深
刻
で
す
。

私
た
ち
は
、
「
平
和
と
健
康
を
担
う
人
づ
く
り
」
の

視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
立
を
目
指
す
ネ
パ
ー

ル
の
人
々
に
寄
り
添
い
、
時
に
は
支
援
も
行
い
な
が

ら
、
互
い
に
よ
り
よ
い
生
き
方
を
学
ん
で
き
ま
し
た

２
０
０
１
年
に
は
多
く
の
篠
山
市
民
や
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
と
一
緒
に
な
っ
て
カ
ブ
レ
郡
ガ
ハ
テ
村
に
人
づ
く
り

の
拠
点
と
な
る
小
学
校
を
建
設
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ス

タ
デ
ィ
ー
ッ
ア
ー
等
に
よ
る
交
流
の
推
進
を
図
り
、
小

学
校
の
運
営
面
な
ど
で
生
じ
る
課
題
を
共
に
考
え
な
が

ら
ガ
ハ
テ
村
の
自
立
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
大
地
震

後
は
、
被
害
を
受
け
た
校
舎
の
修
復
と
被
災
児
童
家
庭

●

●

特
定
非
営
利
活
動
法
人
“

●●●

●

篠
山
ナ
マ
ス
テ
会
。

●●

●

設
立
趣
意
聿
罠

●●●

●

私
た
ち
は
、
任
意
団
体
と
し
て
実
践
し
て
き
た
活
動

や
震
災
復
興
支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
継
続
的
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
、
活
動
を
広
域
的
な
も
の
に
す
る

た
め
に
他
地
域
の
行
政
や
関
連
団
体
と
の
連
携
を
深
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ガ
ハ
テ
村
の
自
立
の
た
め

に
は
よ
り
広
域
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
現
地
行
政
と
の
円
滑
な
調
整
等

の
観
点
か
ら
、
社
会
的
に
も
認
め
ら
れ
た
公
的
な
組
織

に
し
て
い
く
こ
と
が
最
良
の
策
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
当
団
体
の
活
動
が
営
利
目
的
で
は
な
く
、
多
く

の
市
民
の
方
々
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
格
を

取
得
す
る
の
が
最
適
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

な
ど
の
生
活
再
建
へ
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ネ
パ
ー
ル
の
災
害
か
ら
の
復
興
は
な
か
な

か
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。
そ
し
て
、
復
興
に

当
た
っ
て
い
る
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
生
活
再
建
の
た
め
の

資
金
不
足
、
復
興
格
差
、
行
政
と
の
連
携
面
で
の
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

「
ナ
マ
ス
テ
（
こ
ん
に
ち
は
・
あ
な
た
を
信
じ
ま
す
）
」

の
こ
と
ば
を
大
切
に
、
国
際
協
力
事
業
に
深
い
理
解

を
も
つ
人
た
ち
や
地
域
再
興
に
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組

む
現
地
の
人
々
と
手
を
携
え
、
ネ
パ
ー
ル
の
自
立
・
発

展
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
強
化
し
た
い
と
考
え
ま

- 一 ̅ す
。
そ
し
て
支
援
や
交
流
活
動
の
充
実
を
通
じ
て
ネ

パ
ー
ル
と
日
本
そ
れ
ぞ
れ
の
人
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
平
成
記
年
如
月
１
日
設
立
総
会
）
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設立総会で設立の趣意を発表する小嶋代表
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側
ネ
パ
ー
ル
地
震
の
報
告

○
地
震
の
発
生

４
月
筋
日
Ａ
Ｍ
ｎ
率
髄
Ｍ
７
．
８

４
月
朋
日
に
カ
ト
マ
ン
ズ
入
り
し
、
５
月
９
日
に

出
国
す
る
。

○
状
況余

震
が
続
く
中
、
市
民
は
テ
ン
ト
や
土
管
の
中

で
生
活
を
送
る
。
貴
重
な
世
界
遺
産
が
倒
壊
し
、

道
路
の
崩
落
、
山
崩
れ
（
土
砂
崩
れ
）
、
家
屋
は

レ
ン
ガ
造
り
の
た
め
、
一
気
に
倒
壊
し
て
い
る

○
後
日甚

大
な
被
害
を
受
け
た
地
域
の
中
で
も
ア
ク
セ

ス
の
し
や
す
い
地
域
で
は
ト
タ
ン
を
使
っ
て
仮
設

住
宅
が
建
て
ら
れ
た
。
中
央
政
府
の
対
応
は
遅
れ
、

復
興
住
宅
建
設
は
遅
れ
に
遅
れ
て
い
る
。
ま
た
、

支
援
策
も
二
転
三
転
し
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
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●
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Ｃ
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●
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■
定
期
総
会
に
お
い
て
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
名
古
屋

Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
龍
田
成
人
氏
か

ら
『
ネ
パ
ー
ル
地
震
に
か
か
る
現
状
と
今
後
の

支
援
交
流
活
動
に
つ
い
て
』
と
題
し
記
念
講
演

を
受
け
た
。
要
旨
を
記
載
す
る
。

①
［
ｌ
Ｃ
Ａ
Ｎ
］
の
発
展
と
経
緯

○
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

・
ス
ト
ー
リ
チ
ル
ド
レ
ン
ヘ
の
奨
学
金
、
ク
リ
ス
マ

ス
カ
ー
ド
、
古
着
、
文
房
具
を
贈
る
。

・
里
親
通
学
支
援
、
給
食
支
援
、
医
療
援
助
、
職
業

訓
練

○
行
動
す
れ
ば
課
題
が
見
え
て
く
る

・
ゴ
ミ
の
山
の
崩
落
災
害
か
ら
生
活
向
上
へ
ぬ
い
ぐ

る
み
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
医
療
事
業
の
拡

充
、
技
術
訓
練

○
国
際
理
解
教
育
へ

日
本
の
小
・
中
・
高
校
で
の
授
業
を
通
し
て
、

児
童
労
働
、
貧
困
、
平
和
、
国
際
協
力
等
を
学
ぶ
。

現
地
訪
問
時
に
は
２
ヶ
月
の
事
前
学
習
を
。

②
国
際
協
力
の
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

「
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
の
設
立

１
９
９
３
年
初
め
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
れ
、
厳
し

い
環
境
の
も
と
で
生
活
す
る
子
ど
も
や
家
族
と
遭
遇

し
た
。
「
何
か
し
な
く
て
は
」
の
思
い
か
ら
団
体
「
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
」
設
立
へ
動
く

側
今
後
の
国
際
協
力
に
必
要
と
思
う
こ
と

○
活
動
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
自
分
た
ち
の
特
徴
を
メ
ン
バ
ー
で
共
通
認
識
す
る
。

・
周
り
の
関
係
者
を
列
挙
し
そ
の
特
性
を
考
え
る
。

国
際
協
力
に
は
人
を
変
え
る
力
が
あ
る
。
五
感
で
感

じ
た
こ
と
が
私
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
。
幸
せ
の
意
味
を
見

つ
め
直
す
機
会
に
な
っ
た
と
講
演
を
結
ば
れ
た
。

・
関
係
者
と
の
協
力
を
探
る
。

、
何
か
得
ら
れ
る
か
だ
け
で
な
く
、
何
を
提
供
で
き

る
か
を
考
え
る
と
良
い
。

○
地
方
行
政
と
の
連
携

．
与
え
る
も
の
、
与
え
ら
れ
る
も
の
と
の
関
係
が
「
お

互
い
に
学
び
合
い
、
活
か
し
合
う
関
係
」
に
な
る
。

・
団
体
や
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
活
動
が
自
分
た

ち
に
と
っ
て
も
価
値
あ
る
存
在
と
気
づ
く
こ
と
。

・
社
会
の
課
題
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
い
る
認
識
を
も
っ

て
、
自
分
た
ち
の
課
題
解
決
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
。講演中の龍田成人氏
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地域づくりに貢献します。別
と

！教育支援プロジェクトで
地域力の向上を！
F･…宝画一…ﾏﾏ←，毒圃--ﾃ幸.戸マ云，言一

セティデビィビ小学校の教育充実のため、交流活動や支援
活動に取り組みます。また、高校を希望する生徒に奨学金
を支援します。

◆加入申込用紙◆
私 は 、 ■ 会 員

■賛助会員
■協力会員

(年会費５,０００円）
(年会費１D１,０００円を口数
(必要に応じて資金、労力等を提供）

口）
に申し込みます。

■ 氏 名 (ふりがな）

■諺 ■住所
舌三一口壼宅■

■EmailAddress ＠


